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日

◆
閉
会

９
月
定
例

会
。
最
終
本
会
議
を
開
き
、

２
０
１
６
（
平
成

）
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な

ど

議
案
を
認
定
・
可
決
し

た
。◇

福
島
民
報
社
人
事

（

月
１
日
）

▽
役
員
待
遇
・
経
理
局
長

（
経
理
局
長
）
田
中
耕
太
郎
▽

編
集
局
編
集
委
員
・
部
長
待
遇

（
編
集
局
報
道
部
副
部
長
）
水

口
拓
也

▽
県
議
会
本
会
議

午
後
１

時
、
議
場
▽
新
し
い
漆
技
術
の

共
同
研
究
に
関
す
る
成
果
報
告

午
後
３
時

分
、
知
事
室
▽

産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
受
賞

報
告

午
後
４
時

分
、
知
事

室
。

本
県
産
業
と
連
携
期
待

風
評
払
拭
に
役
割
果
た
す

ア
ー
サ
ー
学
長
と
サ
モ

ン
ズ
教
授
は
福
島
民
報
社

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答

え
、
本
県
産
業
と
の
連
携

や
産
学
官
の
交
流
促
進
、

学
生
相
互
の
交
流
、
本
県

か
ら
の
留
学
生
受
け
入

れ
、
風
評
払
拭
（
ふ
っ
し

ょ
く
）
へ
の
協
力
に
前
向

き
な
考
え
を
示
し
た
。（
聞

き
手
・
編
集
局
長

鞍
田

炎
）

｜
東
日
本
大
震
災
と
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
六
年
半
が
た
っ

た
。
本
県
を
訪
れ
て
の
印

は
。

ア
ー
サ
ー
学
長

福
島

市
の
み
な
ら
ず
、
全
県
で

復
興
が
進
ん
で
い
る
印

を
受
け
て
い
る
。

サ
モ
ン
ズ
教
授

震
災

か
ら
五
週
間
後
に
現
地
調

査
で
本
県
を
訪
れ
た
。
当

時
と
現
在
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
著
し
い
。

｜
本
県
は
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
開
発
や
廃
炉
技
術
の
世

界
最
先
端
地
域
を
目
指
し

て
い
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
、
英
国

と
ど
の
よ
う
な
連
携
が
で

き
る
か
。

ア
ー
サ
ー
学
長

英
知

を
集
結
さ
せ
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
は
ロ
ン

ド
ン
五
輪
跡
地
に
ロ
ボ
ッ

ト
研
究
施
設
を
建
設
し
て

い
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
と
福
島
県

の
連
携
が
非
常
に
期
待
で

き
る
。
Ｕ
Ｃ
Ｌ
は
研
究
力

の
高
い
大
学
だ
。
日
本
企

業
と
は
す
で
に
多
く
の
提

携
を
し
て
お
り
、
さ
ら
な

る
協
力
を
模
索
し
て
い

く
。｜

二
〇
一
六
（
平
成
二

十
八

年

Ｕ
Ｃ
Ｌ
は
学
生

を
本
県
に
派
遣
し
た
。
今

後
、
学
生
相
互
の
交
流
を

ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

サ
モ
ン
ズ
教
授

復
興

に
は
人
的
な
信
頼
関
係
づ

く
り
が
最
も
重
要
だ
。
中

で
も
学
生
同
士
の
交
流
が

大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め

る
。
相
互
交
流
を
さ
ら
に

展
開
し
て
い
き
た
い
。
資

金
面
で
の
協
力
は
、
産
業

界
と
の
連
携
が
不
可
欠
に

な
る
。

ア
ー
サ
ー
学
長

留
学

の
受
け
入
れ
に
関
し
て

は
、
学
力
と
意
欲
を
持
つ

学
生
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
を
進
め
て
い

き
た
い
。

｜
風
評
払
拭
へ
Ｕ
Ｃ
Ｌ

は
ど
の
よ
う
な
協
力
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。

ア
ー
サ
ー
学
長

Ｕ
Ｃ

Ｌ
は
専
門

の
立
場
か

ら
、
上
質
な
デ
ー
タ
、
エ

ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）

を
世
界
に
発
信
で
き
る
。

サ
モ
ン
ズ
教
授

日
本

の
原
発
事
故
で
は
専
門

と
国
民
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
問
題
が
生

じ
た
。
信
頼
関
係
の
再
構

築
に
Ｕ
Ｃ
Ｌ
は
大
き
な
役

割
を
果
た
せ
る
。

風評払拭への協力などについて語る

アーサー学長（右）とサモンズ教授

ア
ー
サ
ー
学
長
と
サ
モ
ン
ズ
教
授
に
聞
く

莱

福
島
民
報
社
の
主
催

で
、
関
係
者
約
四
十
人
が

参
加
し
た
。
ア
ー
サ
ー
学

長
は
復
興
を
目
指
す
福
島

と
Ｕ
Ｃ
Ｌ
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
強
調
し
、
「
相

互
の
学
生
交
流
、
復
興
に

関
わ
る
研
究
、
産
学
官
連

携
を
推
進
し
た
い
」
と
語

っ
た
。
県
内
の
高
校
生
が

留
学
し
や
す
い
環
境
整
備

に
向
け
、
資
金
面
の
支
援

な
ど
で
関
係
機
関
と
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
を
模
索
す
る

考
え
も
示
し
た
。

大
沼
教
授
は
初
代
総
理

大
臣
の
伊
藤
博
文
ら
近
代

日
本
の
礎
を
築
い
た
人
物

の
多
く
が
Ｕ
Ｃ
Ｌ
で
学
ん

だ
歴
史
を
紹
介
し
た
上

で
、
現
代
の
日
本
は
海
外

留
学
者
が
減
り
「
ガ
ラ
パ

ゴ
ス
化
」
が
進
ん
で
い
る

と
指
摘
。
「
人
材
育
成
の

観
点
か
ら
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
は
質

の
高
い
教
育
を
提
供
で
き

る
。
ぜ
ひ
福
島
県
の
高
校

生
の
留
学
生
を
増
や
し
た

い
」
と
話
し
、
意
欲
の
あ

る
若
者
を
支
援
す
る
枠
組

み
の
構
築
を
呼
び
掛
け

た
。

講
演
を
聴
い
た
福
島
市

の
篠
木
雄
司
ア
ポ
ロ
ガ
ス

社
長
五
五
は
「
海
外
で
学

び
、
復
興
に
向
け
て
活
躍

す
る
人
材
が
育
つ
こ
と
を

期
待
し
た
い
」
と
話
し
た
。

鈴
木
淳
一
県
教
育
長
は

「
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

産
学
官
連
携
で
高
校
生
を

支
援
す
る
仕
組
み
が
重
要

に
な
る
」
と
述
べ
た
。

Ｕ
Ｃ
Ｌ
は
県
と
二
〇
一

五
（
平
成
二
十
七
）
年
に

相
互
交
流
の
促
進
や
人
材

育
成
に
関
す
る
覚
書
を
締

結
。
二
〇
一
六
年
に
は
大

沼
教
授
を
団
長
に
Ｕ
Ｃ
Ｌ

の
学
生
が
来
県
し
た
。

ＵＣＬを活用した若者の人材

育成について話す大沼教授

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
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福島で講演会

世
界
有
数
の
総
合
大
学
と
し
て
知
ら
れ
る
英
国
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ロ
ン
ド
ン
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
）
の
マ
イ
ケ
ル
・
ア
ー

サ
ー
学
長
と
、
福
島
市
出
身
の
大
沼
信
一
教
授
（
福
島
高
、
東
北

大
卒
）
を
招
い
た
講
演
会
は
二
十
八
日
、
福
島
市
の
民
報
ビ
ル
で

開
か
れ
た
。
ア
ー
サ
ー
学
長
と
大
沼
教
授
は
県
内
か
ら
高
校
生
の

Ｕ
Ｃ
Ｌ
留
学
が
増
え
る
よ
う
力
を
尽
く
す
考
え
を
示
し
た
。

新
た
な
環
境
構
築
誓
う
交
流会

池田和彦氏

福
島
医
大
は
二
十
八

日
、
十
月
一
日
付
で
医
学

部
輸
血
・
移
植
免
疫
学
講

座
教
授
に
、
同
講
座
准
教

授
の
池
田
和
彦
氏
四
八
が

就
く
と
発
表
し
た
。

池
田
氏
は
郡
山
市
出

身
。
安
積
高
卒
、
福
島
医

大
医
学
部
卒
。
米
国
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
小
児
病
院

招
請
研
究
員
な
ど
を
経
て

現
職
。

周
年
企
画
な
ど
確
認

日
の
羽
鳥
湖
ウ
オ
ー
ク

実行委

福
田
小
新地

に
努
力
賞

美
術
よ
も
や
ま
話

披
露

時
事
通
信
社

教
育
奨
励
賞
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周
年
企
画
や
人
員
配
置

な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
実

行
委
員
会

天
栄
村
で
十
月
十
四
日

に
行
わ
れ
る
「
二
〇
一
七

羽
鳥
湖
高
原
健
康
ウ
オ
ー

ク
」
の
第
二
回
実
行
委
員

会
は
二
十
八
日
、
村
役
場

で
開
か
れ
、
開
催
十
周
年

の
記
念
企
画
や
運
営
態
勢

な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
。

実
行
委
員
長
の
添
田
勝

幸
村
長
が
「
十
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
工
夫
で
、
来
て

良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
行

事
に
し
た
い
」
と
述
べ
、

荒
木
英
幸
福
島
民
報
社
事

業
局
長
が
あ
い
さ
つ
し

た
。
当
日
の
進
行
や
人
員

配
置
な
ど
を
協
議
し
た
。

ウ
オ
ー
ク
は
実
行
委
員

会
の
主
催
、
村
と
村
観
光

協
会
、
福
島
民
報
社
の
共

催
。
村
羽
鳥
湖
高
原
交
流

促
進
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
七
㌔

と
十
二
㌔
の
コ
ー
ス
を
設

け
る
。
同
じ
コ
ー
ス
を
歩

く
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

も
あ
る
。
午
前
八
時
半
か

ら
受
け
付
け
し
、
同
九
時

半
か
ら
開
会
式
、
同
十
時

に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

十
日
ま
で
参
加
申
し
込

み
を
受
け
付
け
る
。
参
加

料
は
一
般
五
百
円
、
中
学

生
以
下
三
百
円
（
当
日
参

加
は
各
二
百
円
増
）
。
未

就
学
児
は
無
料
。
問
い
合

わ
せ
は
福
島
民
報
社
事
業

局

電
話
０
２
４
（
５
３

１
）
４
１
７
１
、
天
栄
村

産
業
課

電
話
０
２
４
８

２
１
１
７
へ
。

地に足着け市政運営を
いわき再選の清水市長が初登庁

任
期
満
了
に
伴
う
い
わ

き
市
長
選
で
再
選
を
果
た

し
た
清
水
敏
男
市
長
五
四

は
二
十
八
日
、
初
登
庁
し

た
。
市
役
所
前
で
大
勢
の

市
職
員
や
支
援
者
か
ら
拍

手
で
迎
え
ら
れ
、
花
束
を

受
け
た
。

清
水
市
長
は
「
い
わ
き

に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
。
地
に
足
を
着
け
、
二

期
目
の
市
政
運
営
に
取
り

組
む
」
と
意
気
込
み
を
語

っ
た
。

清
水
市
長
の
任
期
は
二

十
八
日
か
ら
四
年
。

拍手を受けながら初登庁

する清水市長（手前右）

実名報道の意義など議論
長野マスコミ倫懇全国大会開幕

分科会でネット言論の特徴や問題

点について語る開沼准教授（右端）

全
国
の
新
聞
社
や
放
送

局
な
ど
で
つ
く
る
マ
ス
コ

ミ
倫
理
懇
談
会
全
国
協
議

会
第
六
十
一
回
全
国
大
会

は
二
十
八
日
、
長
野
市
の

ホ
テ
ル
国
際

で
開
幕
し

た
。
二
十
九
日
ま
で
。

会
員
の
百
社
か
ら
約
三

百
人
が
出
席
し
た
。
初
日

は
実
名
報
道
の
意
義
、
ネ

ッ
ト
時
代
の
世
論
形
成
、

報
道
と
地
方
自
治
な
ど
七

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

意
見
を
交
わ
し
た
。

分
科
会
「
ネ
ッ
ト
時
代

に
世
論
は
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
る
の
か
」
で
は
、
会

員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
な
ど
の
普
及
で
様
変

わ
り
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
位
置
付
け
や
、
フ
ェ
イ

ク
ニ
ュ
ー
ス
問
題
な
ど
が

主
な
議
題
と
な
っ
た
。
立

命
館
大
衣
笠
総
合
研
究
機

構
の
開
沼
博
准
教
授
（
い

わ
き
市
出
身
）
は
「
ネ
ッ

ト
言
論
の
特
徴
、
そ
し
て

問
題
点
」
と
題
し
て
講
演

し
、「
問
題
の
根
本
に
は
、

人
々
の
漠
然
と
し
た
不
安

や
不
満
が
あ
る
。
個
人
や

社
会
制
度
に
対
す
る
信
頼

の
再
構
築
が
解
決
の

に

な
る
」
と
語
っ
た
。

分
科
会
に
先
立
ち
、
作

の
保
阪
正
康
氏
が
「
い

ま
、
メ
デ
ィ
ア
の
信
頼
と

役
割
は
」
と
題
し
て
基
調

講
演
し
た
。

最
終
日
の
二
十
九
日
に

は
、
全
体
討
論
で
各
分
科

会
の
座
長
が
内
容
を
報
告

し
、
大
会
申
し
合
わ
せ
事

項
を
採
択
す
る
。

福
医
大
輸
血
・
移
植
免
疫
学
講
座

教
授
に
池
田
氏
就
任

二
〇
一
六
（
平
成
二
十

八
）
年
度
に
教
育
旅
行
で

来
県
し
た
宿
泊
者
数
は
四

十
三
万
五
千
四
百
六
十
八

人
で
、
前
年
度
に
比
べ
五

万
四
千
二
十
二
人
増
え

た
。
東
日
本
大
震
災
と
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
以
降
で
初
め
て
四
十
万

人
を
突
破
し
た
。
学
校
数

は
二
百
六
十
二
校
多
い
五

千
九
百
三
十
六
校
だ
っ

た
。
県
が
二
十
八
日
、
公

表
し
た
。

県
外
か
ら
泊
ま
り
が
け

で
訪
れ
た
教
育
旅
行
の
入

り
込
み
数
の
推
移
は
【
グ

ラ
フ
】
の
通
り
。
二
十
八

年
度
は
震
災
と
原
発
事
故

直
後
の
二
〇
一
一
年
度
の

十
三
万
二
千
四
百
四
十
五

人
に
対
し
約
三
・
二
倍
と

な
っ
た
。

都
道
府
県
別
に
見
る

と
、
北
海
道
か
ら
は
千
九

百
五
十
六
人
で
、
前
年
度

の
八
百
六
十
八
人
か
ら
二

倍
以
上
に
増
え
た
。
中
国

地
方
か
ら
は
六
百
二
人
が

訪
れ
、
前
年
度
の
三
百
一

人
の
二
倍
と
な
っ
た
。

一
方
、
震
災
前
の
二
〇

〇
九
年
度
の
七
十
万
九
千

九
百
三
十
二
人
と
比
較
す

る
と
二
〇
一
六
年
度
は

・
３
％
に
と
ど
ま
る
。
県

は
風
評
払
拭
（
ふ
っ
し
ょ

く
）
に
向
け
た
情
報
発
信

を
は
じ
め
、
バ
ス
や
合
宿

経
費
の
助
成
を
継
続
し
、

さ
ら
な
る
宿
泊
者
数
と
学

校
数
の
増
加
を
目
指
す
。

調
査
は
県
内
の
民
間
と

公
営
の
計
五
百
九
十
七
施

設
・
団
体
を
対

に
、
修

学
旅
行
や
林
間
学
校
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
な
ど
で
来
県

し
た
小
学
生
か
ら
大
学
生

ま
で
の
延
べ
宿
泊
人
数
な

ど
を
集
計
し
た
。

時
事
通
信
社
は
二
十
八

日
、
創
造
性
に
富
ん
だ
特

色
あ
る
教
育
で
顕
著
な
成

果
を
挙
げ
た
学
校
を
た
た

え
る
第
三
十
二
回
教
育
奨

励
賞
（
文
部
科
学
省
後
援
、

公
益
財
団
法
人
新
聞
通
信

調
査
会
協
賛
）
の
受
賞
校

を
決
定
し
た
。
県
内
で
は

新
地
町
の
福
田
小
が
努
力

賞
に
選
ば
れ
た
。

優
秀
賞
は
神
戸
市
立
御

影
幼
稚
園
と
大
阪
府
立
堺

工
科
高
定
時
制
課
程
で
、

御
影
幼
稚
園
に
は
併
せ
て

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
も

贈
る
。
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
で
大
き
な

教
育
効
果
が
あ
っ
た
学
校

が
対

の
特
別
賞
に
は
、

長
崎
市
立
西
坂
小
、
高
島

小
を
選
ん
だ
。

表
彰
式
は
十
月
二
十
三

日
、
東
京
・
銀
座
の
時
事

通
信
ホ
ー
ル
で
開
く
。
各

校
に
は
表
彰
状
と
記
念

品
、
副
賞
（
優
秀
賞
二
校

は
各
百
万
円
、
特
別
賞
二

校
は
計
百
万
円
）
を
贈
呈

す
る
。

併
せ
て
優
良
賞
に
、
神

奈
川
県
寒
川
町
立
寒
川

中
、
新
潟
県
長
岡
市
立
上

通
小
、
愛
知
県
立
加
茂
丘

高
、
京
都
市
立
洛
央
小
の

四
校
を
、
努
力
賞
に
二
十

四
件
二
十
五
校
を
、
そ
れ

ぞ
れ
選
定
し
た
。
優
良
賞

の
四
校
に
は
、
表
彰
状
や

副
賞
（
各
十
万
円
）
を
贈

る
。

新
地
町
の
福
田
小
は
情

報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
授
業
を
実
践

し
て
い
る
。
児
童
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
テ
ー

マ
に
応
じ
て
自
宅
で
事
前

学
習
を
行
う
。
学
校
の
授

業
で
は
テ
ー
マ
に
関
す
る

児
童
各
自
の
考
え
や
意
見

を
端
末
を
通
し
て
共
有
す

る
こ
と
で
思
考
の
幅
を
広

げ
て
い
る
。
昨
年
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
、
神
戸
市
の

灘
小
の
児
童
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
交
流
し
た
。

伏
見
伸
一
郎
校
長
は

「
児
童
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
を
持
ち
、
相
手
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
今
後
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
う
ま
く
活
用
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

町
は
二
〇
一
〇
（
平
成

二
十
二
）
年
度
以
降
、
総

務
省
や
文
部
科
学
省
の
事

業
採
択
を
受
け
た
。
町
内

の
福
田
、
新
地
、
駒
ケ
嶺

の
三
小
学
校
と
尚
英
中
の

児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
貸
与
し
授
業
を
展

開
し
て
い
る
。

石
川
町
の
石
川
義
塾
中
と

学
法
石
川
高
を
運
営
す
る
学

校
法
人
石
川
義
塾
の
創
立
百

二
十
五
周
年
記
念
式
典
は
三

十
日
午
前
十
時
か
ら
学
法
石

川
高
体
育
館
で
催
さ
れ
る
。

全
校
生
徒
約
九
百
四
十
人

を
は
じ
め
約
千
九
百
人
が
出

席
す
る
。
森
涼
理
事
長
・
校

長
が
高
額
寄
付
者
ら
に
感
謝

状
を
贈
る
。

午
前
十
一
時
半
か
ら
レ
ス

リ
ン
グ
女
子
五
輪
三
連
覇
の

吉
田
沙
保
里
選
手
と
日
本
レ

ス
リ
ン
グ
協
会
の
栄
和
人
強

化
本
部
長
が
記
念
講
演
す

る
。石

川
義
塾
は
一
八
九
二

（
明
治
二
十
五
）
年
に
誕
生

し
た
。

あす記念式典

絵
画
の
楽
し
み
方
な
ど
を

語
る
永
井
氏

内
外
情
勢
調
査
会
福
島

支
部
（
支
部
長
・
内
堀
雅

雄
知
事
）
の
懇
談
会
は
二

十
八
日
、
福
島
市
の
ホ
テ

ル
辰
巳
屋
で
開
か
れ
た
。

テ
レ
ビ
の
鑑
定
番
組
な
ど

で
活
躍
し
て
い
る
東
京
・

永
井
画
廊
社
長
の
永
井
龍

之
介
氏
が
「
美
術
よ
も
や

ま
話
」
と
題
し
、
絵
画
鑑

賞
の
仕
方
や
美
術
市
場
の

実
情
な
ど
を
語
っ
た
。

永
井
氏
は
「
最
初
に
作

者
や
タ
イ
ト
ル
を
見
る
よ

り
、
絵
そ
の
も
の
を
見
て

ほ
し
い
」
と
絵
画
の
楽
し

み
方
を
紹
介
。
日
本
の
浮

世
絵
が
与
え
た
世
界
へ
の

影
響
、
ピ
カ
ソ
の
作
品
を

貫
く
人
間
愛
や
反
戦
平
和

へ
の
思
い
を
説
明
し
た
。

「
絵
の
価
値
は
出
来
上

が
っ
た
時
点
で

％
、
売

れ
て
１
０
０
％
完
成
と
な

る
」
と
流
通
の
重
要
性
を

指
摘
。
「

を
新
築
し
た

ら
、
そ
の
値
段
の
１
％
で

絵
を
買
う
な
ど
し
て
、
芸

術
と
接
す
る
機
会
を
持
っ

て
」
と
呼
び
掛
け
た
。

内外情勢調査会
福島支部懇談会

永井氏が講演

伏見伸一郎

校 長

福田小授業にＩＣＴ活用

タブレット端末を活用

した授業に臨む児童

講
演
会
に
引
き
続
き
、

民
報
ビ
ル
で
交
流
会
が
開

か
れ
た
。
高
橋
雅
行
福
島

民
報
社
社
長
が
「
学
生
の

留
学
に
向
け
た
新
た
な
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
、
交

流
促
進
と
人
材
育
成
に
寄

与
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
鈴
木
正
晃
副
知
事
と

杉
山
純
一
県
議
会
議
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

七
月
に
英
国
を
訪
問

し
、
ロ
ン
ド
ン
の
福
島
庭

園
と
本
宮
市
の
英
国
庭
園

の
姉
妹
協
定
を
結
ん
だ
高

松
義
行
本
宮
市
長
の
発
声

で
乾
杯
し
た
。

Ｕ
Ｃ
Ｌ
か
ら
は
ピ
ー
タ

ー
・
サ
モ
ン
ズ
教
授
、
田

中
梓
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
デ

ィ
ー
コ
ン
両
上
級
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
エ
マ
・
ト
ッ
ド
国
際

連
携
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
も

訪
れ
、
参
加
者
と
交
流
を

深
め
た
。

本
社
に
来
訪

ア
ー
サ
ー
学
長
ら
は
講

演
会
に
先
立
ち
福
島
民
報

社
を
訪
れ
、
高
橋
雅
行
社

長
と
懇
談
し
た
。

本
県
と
Ｕ
Ｃ
Ｌ
の
交
流
を

誓
い
、
内
堀
知
事
か
ら
起

き
上
が
り
小
法
師
を
受
け

る
ア
ー
サ
ー
学
長
（
右
）

知
事
を
表
敬
訪
問

ア
ー
サ
ー
学
長
ら
は
講

演
会
に
先
立
ち
、
県
庁
に

内
堀
雅
雄
知
事
を
表
敬
訪

問
し
た
。
福
島
と
Ｕ
Ｃ
Ｌ
、

英
国
の
さ
ら
な
る
交
流
促

進
を
願
い
、
学
生
間
の
交

流
、
減
災
対
策
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

ア
ー
サ
ー
学
長
は
来
年

Ｕ
Ｃ
Ｌ
か
ら
学
生
を
派
遣

す
る
こ
と
に
触
れ
「
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
学
生
交
流
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
語

っ
た
。
内
堀
知
事
は
「
（
海

外
の
）
学
生
が
福
島
の
現

状
を
見
る
こ
と
は
大
き
な

意
義
が
あ
る
」
と
述
べ
、

交
流
の
活
発
化
を
図
る
考

え
を
示
し
た
。
内
堀
知
事

か
ら
ア
ー
サ
ー
学
長
に
起

き
上
が
り
小
法
師
（
こ
ぼ

し
）
が
贈
ら
れ
た
。

サ
モ
ン
ズ
教
授
、
大
沼

教
授
ら
が
一
緒
に
訪
れ

た
。

県
産
酒
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
（
左

か
ら
）
田
中
さ
ん
、
ト
ッ
ド
さ
ん
、
デ
ィ
ー
コ
ン
さ

ん
と
鈴
木
淳
一
県
教
育
長
、
鈴
木
正
晃
副
知
事
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